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論文内容要旨 

 

歯周組織再生において歯根膜幹細胞（PDLSCs）は重要な役割を担う細胞であり, 細胞治療による歯

周組織再生療法の重要な細胞源として注目されている. また, Porphyromonas gingivalis (P. 

gingivalis）は歯周病との深い関連があるといわれている. しかし, PDLSCs と歯周病との関連につい

ての検討は未だに報告されていない. そこで, 本研究では歯周病が歯周組織再生に及ぼす影響につい

て明らかにするために, P. gingivalis LPS による PDLSCs の細胞増殖, 骨芽細胞分化, 石灰化物形成, 

炎症性サイトカイン産生への影響について検討した. 

PDLSCs はヒト抜去歯（第三大臼歯）の歯根膜より分離し, 間葉系幹細胞マーカー(STRO-1, SSEA-4)

の発現を免疫組織化学的染色にて検討した. また PDLSCs を P. gingivalis LPS (0, 1, 10 µg/ml) 添

加した培地で１時間～21 日間培養し, 細胞増殖, アルカリホスファターゼ (ALP) 活性, 

Type1-collagen-α-1（COL1A1）産生量, オステオカルシン (OCN) 産生量, 細胞外マトリックスへの

カルシウム析出量, およびアリザリン・レッド染色による石灰化物形成を検討した. また, 炎症性サ

イトカインについては歯周組織破壊と深い関連がある IL-1β, IL-6, および IL-8 の産生量を検討し

た. 

PDLSCs は間葉系幹細胞マーカー (STRO-1, SSEA-4) 陽性であった. P. gingivalis LPS 添加群は濃

度依存的に細胞増殖ならびに, IL-1β, IL-6, およびIL-8の産生量を有意に促進した. またALP活性, 

COL1A1, OCN 産生量, カルシウム析出量, および石灰化物形成を有意に抑制した. これらの結果より, 

P. gingivalis LPS は PDLSCs の骨芽細胞分化能および石灰化物形成を抑制する作用があることが示唆



された. さらに, P. gingivalis LPS の刺激に反応し, PDLSCs の細胞増殖, 炎症性サイトカインの産

生が促進されることが示唆された. これらの結果は歯周組織再生と歯周病との関連を明らかにする一

助となると考えられる. 

 

論文審査結果要旨 

 

歯周組織再生に歯根膜幹細胞（PDLSCs）は、重要な役割を担うため細胞治療による歯周組織再生療

法のキーとなる細胞として注目され、Porphyromonas gingivalis (P. gingivalis）は歯周病原細菌の

一つであるといわれている。しかし、PDLSCs と歯周病との関連についての検討は未だに報告されてい

ない。そこで、本研究者は、歯周組織再生に及ぼす歯周病の影響について明らかにしている。 

ヒト抜去歯（第三大臼歯）の歯根膜より分離した PDLSCs が間葉系幹細胞であることの確認はマーカ

ー(STRO-1、SSEA-4)の発現を免疫組織化学的染色で行っている。PDLSCs を P. gingivalis LPS を添加

した培地で一定期間培養し、細胞増殖、アルカリホスファターゼ (ALP) 活性、Type1-collagen-α-1

（COL1A1）産生量、オステオカルシン (OCN) 産生量、細胞外マトリックスへのカルシウム析出量、お

よびアリザリン・レッド染色による石灰化物形成を検討している。炎症性サイトカインについては歯

周組織破壊と深い関連がある IL-1β、IL-6、および IL-8 の産生量を検討した。その結果、P. gingivalis 

LPS 添加群は濃度依存的に細胞増殖ならびに、IL-1β、IL-6、および IL-8 の産生量を有意に促進した。

ALP 活性、COL1A1、OCN 産生量、カルシウム析出量、および石灰化物形成は有意に抑制されたことから

P. gingivalis LPS は PDLSCs の骨芽細胞分化能および石灰化物形成を抑制する作用があり、PDLSCs の

細胞増殖、炎症性サイトカインの産生を促進することを示した。 

以上の結果は歯周組織再生と歯周病との関連を明らかにする一助となるとことを証明した点におい

て本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した。 

 

 

 

 

 


